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平成 28年 2月 9日発行 

巻頭言 

カスタマーズ・カスタマー 

（Customer’s Customer） 

 

（特非）シビルＮＰＯ連携プラットフォーム 常務理事 

               有岡 正樹 

 

シビル NPO 法人として本 CNCP 他、個別の法人にも 3 つほどにも関わっている。地方自治

体の支援を一つのキーワードにしているが、社会貢献を旗印にNPO として「お客さん」である

自治体に‘何か役に立てることを’というサービスを提供するのは、その自治体の「お客さん」

である地域住民が「真のお客さん」、すなわち「カスタマーズ・カスタマー＝顧客の顧客が真の

顧客」という概念が前提となっている。 

そんな考え方を、マンションの杭打ち工事で考えてみよう。そのステークホルダーの関係は、 

杭打ち業者 ⇔（Paper Co.）⇔ 【元請】 ⇔  不動産会社  ⇔ 【購入住居者】 

となっており、隣るもの同士が契約で結ばれている。そして請負契約の場合、建前は対等であ

っても、書類的にも甲と乙となっているように実質的には、上図の右側の組織が左側の組織にと

っての顧客となる。上記の概念をこれに適用してみると、真中の元請けにとっての契約上の顧客

は不動産会社であるが、「真のお客さん」はそのマンションを買って安心して日常生活が送れる

住居者である。そのためにも元請けとしては杭の支持層が想定より深かったことを、不動産会社

にとっての顧客のために、進言をして設計を変更すべきなのである。またその事実に直面した杭

打ち業者は、支持力が不足することをもちろん直接の契約者である元請けに報告するが、工期が

遅れていて“聞かなかったとしておく”などといわれたら、最後には住民から訴訟されて矢面に

立つ不動産会社に相談を、という流れというか誠実さが必要と思うのである。 

さて、もとに戻ってシビル NPO での活動において、自治体インフラメンテ事業化研究会でい

ろいろ議論をしているが、モデル自治体を選んで具体的な展開を模索しようということになっ

た。それにはまず自治体担当者と意見交換をして課題を探そうとの意見が出たが、世古委員から

“すぐそうしてまずお客の自治体にとなる。土木屋の DNA？”と諭された。先に自治体と話を

してしまうと、それ以降は住民との協議の中で自治体の代弁者となってしまうというのである。

さりとて顧客の顧客である住民にいきなりというのも、住民が行政に入りこんでいくのを後押し

するようで公平ではない。最初から行政、住民、商工会議、さらには技術的専門家など、いわゆ

るステークホルダーがワークショップに参加し、合意を求めて協議のスタートラインに立つこと

が前提で、そのコーディネータの役割を果たすのがNPO の役割のようだ。カスタマーズ・カス

タマーという概念はそう単純ではないが、最近勉強している「社会関係資本」としてのソーシャ

ル・キャピタルとも通じるところがあり、その思いを活動に供したい。 
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コラム 

ふるさと原理主義 浪漫主義的歴史観 

 

（特非）シビルＮＰＯ連携プラットフォーム 理事 

（特非）茨城の暮らしと景観を考える会代表 理事 

                 三上 靖彦 

 

地域と共にまちづくりを進めるにあたって、「地域の歴史」は多くの人にとって、郷土愛に繋

がる好材料になり得るものだ。そこで、地域の人々が共有できる歴史を、「ふるさと原理主義」と

いう考え方のもと、まちづくりの原動力となる郷土愛、ふるさと意識を深める「浪漫主義的歴史

観」を紹介する。 

 「ふるさと原理主義」とは、自分のふるさとは素晴らしい、という基本的な理念や原理原則を

厳格に守ろうとする立場や主義。その際、個性は究極の競争力であるとの認識のもと、これを最大

限に活用することがポイントだ。 

ところで、歴史とは非常に微妙なものだ。勝者の歴史と言う言葉があるように、歴史は立場に

よって解釈が様々である。過去の事実関係は動かしようがないが、個人的な背景や動機、想いは、

本当のところは分かるはずがない。一方「時代考証」とは、事実関係や道具や衣装、風俗や作法な

どが、その時代のものとして適当であるか否か。しかし、否定する史料が存在しない限りは、何が

どうであっても間違いとは言い切れない（ＮＨＫエンタープライズの見解）。 

そこで「ふるさと原理主義」に立った歴史解釈では、「浪漫主義」が大切だと考える。「だった

らいいな・・・いやいや！ それでいいんだ！（嘘ではない範囲で地元びいき）」と言った歴史観、

それを私は「浪漫主義的歴史観」あるいは「原理主義的歴史浪漫」と呼んでいる。いくつかの事象

から、個人的な背景や動機、想いを想像、想定することは自由。否定する材料がなければ、間違い

とは言えない。むしろ、浪漫を持って肯定的に解釈しよう。独自の解釈で、ふるさとに生まれ育っ

たことの誇りを伝えよう。 

さて、全国の地方創生もこれからが本番であろうが、どうであろうか。官がいくら旗を振って

も、民は動かず。郷土愛、ふるさとに対する誇りが不足しているような感じがする。一人ひとりは

ふるさとが大好きでも、それを強烈に後押しするような「何か」が不足している。私自身は、その

「何か」の大きなものの一つが「ふるさと原理主義」であり「浪漫主義的歴史観」なのではない

か、と思っている。 

我がふるさと茨城県は、ブランド力調査でもイメージ調査で毎年全国最下位だ。それは当然の

ことだ。茨城人はふるさと茨城を自慢しない。良いことよりも悪いことばかり言う。自分たちがふ

るさとを褒めないで、誰が褒めるのか。ふるさと原理主義に立って、もっと自画自賛、勝手に褒め

て自慢するべきである。そして、それぞれの地域が、もっと自己満足的に地域を満喫することが大

切だ。そうしたことの積み重ねによって、地方創生、まちづくりの原動力が地域の中で育まれてく

るのであろう。 
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第 2 回 CNCP パワーアップセミナーで教えられたこと 

「復興をめぐる気仙沼市民の活動、気仙沼方式に学ぶ」 

（特非）シビルＮＰＯ連携プラットフォーム  

常務理事 教育研修委員会 委員長 有岡 正樹 

セミナーの概要は本通信 20 号に掲載しましたが、その際の菅原昭彦氏の標記講演内容とそ

れに関連するワークショップ結果の要旨を報告します。なお、そのセミナーでの世古一穂理事

の「市民連携のスキルとは？ ～参加のデザインを学ぼう～」については，本紙 P8「イベント

のご案内」に記したように、2 月 23 日（火）に東京で講演をしてもらいますので、CNCP 通

信 3 月号でその概要として改めて報告します。 

１．講演概要「復興をめぐる気仙沼市民の活動、気仙沼方式に学ぶ」 

（１）週に 1 回、計 13 回の勉強会 

23 年 9 月気仙沼地域の防潮堤計画が提示され、年末 

頃から 24 年 7 月にかけて各地で防潮堤の説明会が始ま 

った。防潮堤そのものには反対ではないが、住民は余り 

にも急激な進め方について問題意識を持ち始めた。そん 

な 2，3 の説明会に出たが、100 人ほど集まった市民は 

住まいや生活復興の話が少しでも聴ければと集まったの 

に、出てくる話は防潮堤の構造や建設の仕方といったま 

さに土木の話のみであった。国が決め、県がそれにした 

がって住民を守ってやるのだとの印象しか残らなかった。 

これではあまりにも乱暴で、生業が成り立たなくなってしまうとの思いで立ち上げられたのが

「勉強会」で、8 月 8 日の第 1 回を機に 10 月 13 日の第 13 回まで、週 1 回以上の割合で

継続した。 

（２）行政との話し合い 

菅原氏が会長を務める気仙沼市の内湾地区復興まちづくり協議会では勉強会を通じて得た知

識や情報を基に、‘防潮堤で何を守るのか’をキーワードに行政と話し合ったが、話が空回り

を続け暗礁に乗り上げた。その結果、協議会－運営会議－幹事会－専門部会（分科会）といっ

た組織で、細部にわたり具体的・徹底的に議論し、一歩後退二歩前進で一つずつ行政との合意

に達して行ったとの経緯がある。 

（３）住民がベクトルを重ねられた背景 

23 年前地域の活動について教えを受けた世古理事との縁がその後も続き、気仙沼まちづく

りなどの市民参加活動を展開してきた。それが地元 NPO や協議会に発展しで、震災前から防

災・減災意識も共有できており、‘質問は良いが主張（反対的）はダメ’といった集会の基本

ルールを前提に、ある種の冷静さで協議会対応ができたということもある。そうした活動が多

くのマスメディアにも取り上げられ、‘高い防潮堤を作れば安心だし、大きな仕事が地元に託

されるのでは’といった質問に呆れて、‘防潮堤以外に、地域が成り立つために人・モノ・金

を掛けたいところは山ほどある。’と突き放したことが何度もあった。そうした外部との関係

に一番気を使った。住民同士の対立に容易に発展していくことを恐れたからである。 

 

気仙沼地域の鳥瞰 
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（４）ワークショップ（WS）での質疑 

 参加者を一組 5～6 人の 4 グループに分けての代表質問による質疑応答は、以下の通りであ

る。 

【質】合意形成に関して、行政といっても国、県や市、そして市内部のトップと担当部署職員、

さらには現場担当者それぞれの、意見の違いにどう対応したのか？ 

【回】県は知事主導の一枚岩だったので‘Yes と No’がはっきりしておりある意味でやりやす

かったが、市はそれぞれの課の職員が、民間団体である内湾協議会の会合にオブザーバーと

して参加して住民との認識の共有を図り、協議会が節目に出す提言書に対して、市長から反

応もあった。とにかく行政にお願いしたのは、いつにかかって‘丁寧な対応’であった。 

【質】気仙沼の復興には中長期的な視点が必要と考える。とりわけ内湾地区の 270 度にわたる

景観を残し、環境を含めた産業政策を、住民との合意形成の中でどう話し合ったのか？ 

【回】優先順位を付けて何を一番大事にするかを議論した。協議会の下で、専門家を交えて詳細

に議論した結果をもとに様々な提案を検討し幹事会に諮るといった、それこそ数えきれない

ほどのきめ細かいプロセスを経た。幹事会は構成自治会のトップ３を中心に漁業団体、商工

会議所、観光関係といった組織の代表が加わって構成され、これが意思決定機関として非常

に重要な役割を果たした。その結果が提言書にまとめられ関係行政に提案される。 

【質】対立する委員間での意見の違いを調節する要点は？ 

【回】しっかりした議論とそれを支える専門家の意見、そして納得できる結論に持っていくプロ

セスが、合意形成の前提となる。 

【質】それぞれの協議組織への女性の参加は？ 

【回】防潮堤の高さなどが問題となると部会等は、ほぼ 100%が男性で構成された。域内交通

等生活面や観光関係などは、意識して声を掛けることにより結構女性の参加者があった。 

２．セミナーの総括（アンケート結果と盛り上がった懇親会） 

ワークショップの後 15 分ほど時間を取って、そのセミナーのアンケートをお願いし、外

部参加者１８人中１６人に回答をいただいた。その結果、①セミナー内容、②講義の分かり

やすさ、③内容の実用性について、その賛否を質したところ、③で一人が否定的であったの

を除き、‘やや’含めると全員からプラスの評価をいただ 

いた。また、それぞれの質問項目について文章で思いを 

述べてもらったが、「参加と協働」については 8 人が、 

「気仙沼防潮堤関係」については 9 人の方が明確に関心 

を示された。それ以外にも CNCP パワーアップの今後に 

ついても多くの意見をいただき、“またぜひ仙台で”との 

意見に励まされた。 

CNCP 会員関係者 2,000 円、非会員 4,000 円という 

決して安くない参加費をいただいての企画が、参加者に有意であったことは、セミナーの後

の意見交換懇親会に 16 名が参加いただき、セミナーを振り返り更なる意見交換に繋がった

ことにも反映されている。今後の活動に生かしたい。 

 

意見交換懇親会の風景 
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～建設発生土のリサイクルを推進し、恵み豊かな環境保全に貢献する～ 

当協会の前身は平成 9 年 4 月に埼玉県建設発生土協会として発足

しました。爾来、少しずつ会員を増やしながら一民間団体として活動

を続け、約 10 年後の平成 18 年 9 月に NPO 法人を取得しました。

現在では、正会員 12 社、賛助会員 17 社の計 29 社となって建設発

生土のリサイクル事業に従事しております。 

これまで、比較的小規模の土を含めて埼玉県内で土の不法投棄を防

ぎ、土のリサイクルを促進することを協会の責務として参りました

が、まだまだ不十分と捉えております。東京都には UCR（建設資源広

域利用センター）という先達がございますので、我々もその運営規模

に少しでも近づくようステップアップすることを課題の一つとして

おります。 

また、建設発生土の再利用として石灰を混入した石灰改良土の利用

は未だ少ない状況です。含水比の高い土や粒径が整っておらず再利用

しにくかった土を改良することで建設資材として優れた石灰改良土

とし、その普及促進に向けて更なる PR 活動を推進しております。 

そして、ゴミ焼却炉から発生する溶融スラグ

は、ダイオキシンや重金属が無害化されており、

これを土に混入することで土の強度が増すた

め、新たな建設資材となります。溶融スラグ入り

改良土はゴミの再利用という環境保全面でも有

効であるため、当協会でその普及促進を目指し

ます。 

このように、土という有限な資源を活用する

ことで埼玉県を中心とした周辺地域の環境保全

に努め、循環型で持続可能な社会の実現に取り

組んで参ります。 

 

 

◆会員紹介 25 

NPO 法人 埼玉県建設発生土リサイクル協会 

NPO 法人埼玉県建設発生土リサイクル協会 

事務局長 小重忠司 

〒336-0031 埼玉県さいたま市南区鹿手袋 4-1-7 埼玉建産連会館 3F 

URL http://www.npo-skhrk.org/ 

建設現場から受け入れた建設発生土 

石灰改良土は、水分が少なく強度の高

い土ですので、施工後の地盤沈下や液

状化の防止対策に効果的な優れた建設

資材となります 



 

 

 

 

6 

  

地域活動推進部門 

 

課題解決のためのワークショップのススメ 

サービス提供部門並びに土木学会・シビル NPO 推進小委員会と共同で，地域活

動への NPO の貢献のあり方を探るための調査研究活動を行ってきました。前回、

前々回で報告の通り、今後の検討課題があるものの、貢献が期待されていることが

分かりました。そこで、本会では地域活動推進部門の中心活動組織として「自治体イ

ンフラメンテ事業化研究会」を発足し、現在具体的な活動を進めるために、会員での

インフラメンテナウンスの基本情報を共有し、千葉県を主な調査対象地域した中で

自治体を対象としたプロジェクトに向けて情報収集しているところです。また、国

土交通省がインフラメンテナンス産業の育成・活性化を図るために、産官学が総力

挙げてこれに取り組むプラットフォーム「インフラメンテナンス国民会議」の設立

に向けての意見交換会にも積極的に参加し、研究会活動から得られた知見に基づく

提言・提案が今後に向けて出来ればと考えています。 

自治体を対象としたプロジェクトに向けてワークショップを導入した今後の進め方 

現在、自治体を対象としたプロジェクトに向けて３つの提案について検討しています。 

１） 住民との情報・現状認識の共有に関する提案 

２） 住民との合意形成に関する提案 

３） PFI/PPPの活用方法に関する情報提供と方策提案 

いずれにしても、「公共施設等総合管理計画の策定段階において、議会や住民への十分な情報提供等を行い策

定することが望ましい」ことから、各提案の共通した目的は、住民が総合管理計画の趣旨・内容の理解を深め、

自治体は計画の方向性に関して住民の視点を付加することです。その方法として、自治体職員、住民及び第三者

的な専門家やコーディネータを含むワークショップを開催し、現地視察を通じて、対象施設・自治体の現状に関

する認識を共有し、先行事例の学習等を段階ごとに柔軟に継続して行くことが必要と考えています。 

自治体をサポートする形でこれらのワークショップをNPOが率先して行くことが大きな役割となっていきま

す。「ワークショップ」は、もともと「作業場」「仕事場」など共同で何かを作る場所を意味しています。講師

の話を参加者が一方的に聞くのではなく、参加者が学習の場に積極的に参加し、相互に学び合う過程を通じて

様々に気づき，発見する参加体験型の学習方法です。ワークショップは、模造紙と付箋等の簡単な道具だけで、

現状のそれぞれの立場、環境での様々な問題点を洗い出し、お互いに共有、理解する場面には大きな効果を発揮

します。スタートしてから、円滑に継続するには、ある程度のテクニックは必要ですし、複数の役割を演じる進

行役を意味する「ファシリテーター」の存在が大きな鍵を握ります。今後のプロジェクトに向けての進め方とし

てこの「ファシリテーター」役の充足と訓練も必要です。ワークショップの効果として、問題を解決していく体

験を通して、地域・参加者の絆を深めることから、機会があれば積極的に様々なワークショップ活動に参加する

ことが近道と考えます。サービス提供部門のパワーアップセミナーでも推進しています。部門を越えて活動の問

題解決、改善提案等、身近なところからワークショップの実践はいかがでしょうか。 

平成 28年 2月 

スリム Japan 副理事
長 

（(株)ガイアート TK） 

鈴木 泉 

 

◆部門活動紹介 
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【 会員からの投稿 】 

 

 

我が国の道路構造物は、高度経済成長期における集中的な整備を

経て順次蓄積され、重要な社会インフラとして、我が国の国民生活、

経済活動を支えてきた。その一方で、道路における交通事故死者数は

4 千人を超え、平成１３年から１４年連続して減少してきたが、昨年

は１５年ぶりに前年増となるなど、国民、社会に大きな影響を与え続

けている。また、建設後５０年を経過する道路構造物の急速かつ大幅

な増加に伴い、老朽化する構造物の維持補修、更新が重要な課題とな

っている。 

この道路構造物の安全性向上に向けては、点検、診断、措置、記録のメンテナンスサイクルをしっかり構

築することが必要であり、そのための人材を育てることが重要である。当ＮＰＯは、高速道路のみならず広く

一般道路まで含めた道路の維持管理技術の水準を高め、講演、研修、技術情報の提供等を通じて、道路の維持

管理技術者の育成を支援する。これまでの経験、知識と実績を基に、道路を管理する視点と利用する視点の双

方の立場に立って、交通安全対策を更に推進するとともに、道路構造物の安全性向上に資する対策を推進す

ることによって、道路全般の安全性を高め、国及び地域社会の持続的発展に大いに貢献したいと考えている。 

①  交通安全の啓発 

交通安全の啓発活動では、最近顕著である高齢者の事故と重大事故に直結する大型車の事故をいかに

減少させるかが重要な課題である。 

②  道路構造物の長期保全 

直近の講演会の予定は以下のとおり。 

 

安全第一、そして、安心・快適な道路を目指して 

ＮＰＯ法人道路の安全性向上協議会 

専務理事（事務局長）吉川良一 
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CNCP も平成 26 年 3月に発足以来、法人正会員 20、個人正会員 21、法人賛助会員 32 合計

73 の規模となりました。そこで、CNCP の組織力強化と会員相互の連携強化を図る目的で昨年 2 月

意見交換会を実施しました。  

それを受けて昨秋には、仙台でもラウンドテーブルミーテイングを開催しました。また、その翌日に

は「第 2回 CNCP パワーアップセミナー in 仙台－シビル NPO が市民連携の視点で果たせる役割と

は－」と題して講演会を行い、主催者を含め 24名が参加し有意な機会を持つことが出来ました。 

今年も 2 月の CNCP定例中間理事会に機会に合わせて、仙台でのセミナーで講演いただいた世古一

穂理事による同じ主旨での講演と、CNCP 活動活性化の重要な企画である「マッチングサイト事業」

についての説明およびと意見交換会という形で下記開催を企画しました。 

 

主  催：NPO 法人 シビル NPO 連携プラットフォーム 

日  時；H28 年 2 月 23 日（火）16：00～17：45 

場  所：千代田プラットフォームスクエア（504 会議室） 

参加人数：定員 30 人（事前申し込み） 

※基本的に CNCP 会員（正会員および賛助会員）が対象ですが一般参加も

可。 

参 加 費：1,000 円/人（冊子「参加のデザインを学ぼう」代を含む） 

 

16：00     主催者あいさつ（山本）5 分 

16：05～17：00  講演会 55 分 

    世古一穂理事：「参加と協働のデザイン」 
     1. 参加のデザイン 

      2. 協働のデザイン 

      3. 合意形成のあり方 ～気仙沼の防潮堤問題の事例から～ 

       4. これからの市民社会における中間支援 NPO の役割 

17：00～17：45   意見交換会 

① マッチングサイト事業の説明 15 分 

② 意見交換 30 分 

17：45  閉会 
※閉会後、希望者で 1 時間ほど会館 1 階のレストラン「fune」で懇談会（参加費 2,000 円/人）を開

催します。 

18：00～19：00  懇談会 

 

申し込み： CNCP事務局（info@npo-cncp.org） 

締  切： 2016 年 2 月 1６日(火) 

※お願い：法人正会員および賛助会員は出来るだけ最低お一人は参加頂けるようにお願いします。ま

た、在京の個人正会員も皆様方の参加も積極的にお願いします。 

◆イベントのご案内  

CNCP 講演会及び意見交換会の案内 

mailto:info@npo-cncp.org
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１． ２月の会議予定 

1) ２月３日(水)1３:00～1７:00：自治体インフラメンテ事業化研究会 

2) ２月９日(火)1４:00～1６:00：運営会議 

3) ２月９日(火)1６:１５～1８:０0：教育研修委員会 

4) ２月１０日(水) 1５:０0～1７:０0：共創プラットフォーム事業化研究会 

5) ２月１２日(金)1０:00～1２:マッチングサイト事業準備会 

6) ２月２３日(火)1０:00～1２:00：CNCP アワード WG 

7) ２月２３日(火) 1３:３0～1５:00：H27 第 2 回理事会 

8) ２月２３日(火)１６:０0～1９:００：講演会、意見交換会、懇談会 

9) ２月２９日(月) 1５:０0～1７:０0：自治体インフラメンテ事業化研究会 
 

２． ２月１日現在の会員数 

法人正会員 2０、個人正会員 2２、法人賛助会員３２ 合計７４ 

 

３． 2 月 23 日開催の講演会、意見交換会、懇談会に是非ご参加下さい。 

   参加者は、下記事務局に 2 月 16 日（火）までに事前申込をお願いします。 
 
 

特定非営利活動法人 

シビル NPO 連携プラットフォーム 

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町三丁目 13 番地７ 

名古路ビル本館 2 階 コム・ブレイン内 

事務局長 内藤 堅一：info@npo-cncp.org  

ホームページ URL：http://npo-cncp.org/ 

お問い合せは 
こちらまで 

事 

 

務 局 通 信 

訃報 

理事で、水環境ネット東北 専務理事の髙橋万里子さんが 2 月 5 日ご逝去されました。葬儀は家族葬で執り

行われ、改めて水環境ネットで「お別れの会」が行われる予定です。 

謹んでご冥福をお祈りします。 

mailto:info@npo-cncp.org

